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鉄骨造建築物の耐震レジリエンス性能に関する研究開発
～事務所ビルの修復時間等の計算方法の提案と計算事例～

鉄骨造建築物の耐震レジリエンス性能の評価手法の確立を目的として、
・鉄骨造の事務所ビルを対象として、地震による梁端部の損傷とそれに対応する補修方法を検討、
それらの補修方法の修復時間やコストの計算方法の検討と自動計算、集計プログラムの開発。
・これらを用いた試設計事務所ビルの地震後の継続使用の可否や修復コスト等を試算。
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梁端部の損傷度Dと被災度区分の関係及び補修方法

スカラップ及びノンスカラップ梁端部について、既往の実験データから梁端
部の損傷度D値と被災度区分との関係を整理し、補修対象である
Ⅱs,Ⅲs,Ⅳsの損傷に対応する６つの補修方法を提案。

スカラップ梁端部の損傷度と被災度区分の関係、補修方法

補修作業工程に基づくコスト等の
自動計算、集計プログラム開発

スカラップ梁端部被災度Ⅳsの計算例

6つの補修方法について、補修作業工程
に基づいて修復時間とコストを自動計算、
集計するプログラムを開発（任意のH形
断面で計算可能）。

試設計事務所ビルの継続使用可否と修復コスト等の試算（スカラップとノンスカラップの比較）

梁端部の仕様が異なる4層試設計事務所ビルを対
象として、地震応答解析（３つの地震波）により梁

ノンスカラップ梁にすること
で、建物の継続使用が可能
になることが示され、本手法
の有用性が確認された。

スカラップ梁の建物の梁端損傷度D （極希地震）

ノンスカラップ梁の建物の梁端損傷度D （極希地震）

端部の損傷度Dを計算し、修復性
(継続使用可否、コスト等)や残余耐
震性能Rを試算し、性能を比較。


